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これは、これまでの活動を通して出会ったある若者の言葉です。彼の背景には複雑な家庭

環境がありましたが、「自分の声を聞いてくれる安心できる大人がほしい」というその願

いは私たち一人ひとりに向けられた訴えでもあると感じています。

内閣府の「子供・若者の意識に関する調査」（2019年）では、「どこにも相談できる人が

いない」子どもが約5人に1人。「どこにも居場所がない」と答える子どもが約20人に1人

存在しながらも、約7割の子どもが「支援機関を利用したいと思わない」と答えていま

す。子ども若者の孤独・孤立が深まる中で、心の傷に十分な手当てがなされず、不登校や

精神疾患、果てには自殺などといった形で、健康やウェルビーイングに深刻な影響を与え

ています。

より本質的には、傷を深める前の初期段階で予防的なケアをできるようになることが、子

どもにとっても社会にとっても重要だと考えられますが、行政機関や専門機関はひっ迫状

態にあり、より重症化したり緊急性を増したケースの対応に追われているのが現状です。

一方で、市民社会に目を移すと、6割以上の人々がボランティア活動に関心を持っている

というデータもあります。しかし、実際に行動に移している人は約25％と大きなギャップ

があり、またせっかく行動に移しても、そのような草の根の活動や市民活動を支える仕組

みや、学ぶ機会もないために持続的な取組にはなっていっていないというのがこれまでの

活動を通して見えてきた現状です。

日常的なレベルにおけるケアの視点や気づきの視点を、地域コミュニティで共に暮らす市

民が有していくことには潜在的な可能性を秘めていると考えています。市民による取組、

市民参加を促していくことがこれからますます重視されてくる中で、気づきの目と安心感

のある関わりを身につけた人が、まちのあちこちにいる環境をつくるという一朝一夕には

成しえない取組だからこそ、その歩みを加速する必要があると考えています。
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子どもを取り巻く現状と課題

“周りに人がいなかったわけじゃない。でも誰も自分の
本当の気持ちに向き合おうとしてくれなかった。何のや
る気も起きないし、大人のことも信じられなくなった。
一人でもいいからちゃんと話を聞いてほしかった” ニュージーランド

スペイン

アイルランド

フランス

ポーランド

アイスランド

日本

2.9%

4.4%

4.6%

6.4%

8.4%

10.3%

29.8%

出典：An overview of child well-being in rich countries”, 
UNICEF Innocenti Research Centre, 2003 より作成

子どもの孤独・孤立に関する国際比較
各国の15歳の子どもが「孤独を感じている」と答えた割合

頼り先がなく孤立する日本の子どもたち

出典：内閣府「子供・若者の意識に関する調査」

どこにも相談でき
る人がいない

21.8%

どこにも助けてく
れる人がいない

11.3%

どこにも居場所が
ない

5.3%

支援機関を利用し
ようと思わない

69.7%



一人の人であり市民である自分を客観視すること。子どものためだけでも自分のためだ

けでもない、その両者を大切にするとはどういうことかを問う視点をもった上で、具体

的なアクションを起こすこと。そして、答えを求めるのではなく、学び続け、問い続け

る姿勢を持つこと。そのような市民、また市民によるアクションが子どもの生活する日

常の中に生まれ続けていくためにはどうすればいいのか。本プログラムはそのような問

いから生まれました。

子どもの為に何かできることを考えるだけでなく、自分にとって心地よい関わり方とは

何かを探求し、アクションに変えていくことで、子どもの生きる社会の中のひとりとし

て市民性の醸成を目指します。
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Citizenship for Children（CforC）とは？

『市民性』を起点に、自分らしいあり方を探求・実践
するプログラム。ひとりひとりが自分らしい市民性を
醸成し、行動できるようになることで、子どもと自
分、地域のwell-being をつくります。

「子どもや地域・社会との自分らしい関わり方」を仲間とともに探
求する

本プログラムで取り組むのは、子どもの日常に関わる人たちの市民性の醸成・エンパワ

メントを通じて、さまざまな背景を有する子どもたちに対して柔軟で主体的なアクショ

ンが生まれる土壌づくりです。

子どもたちの育ちを支えるのは、専門的なサポートだけではありません。誰かに話をし

たり話を聞いてもらったり、一緒に遊んだり、勉強したり。そんな日常を過ごす関係性

の中にほっとできる安心感や、頼り頼られるという信頼感を積み重ねていくことが大切

なのです。子どもたちの声に耳を傾けながら、豊かな関係性や温かいまなざしを子ども

たちの周りに広げていくこと。そのために、地域や社会の中に潜在する「自分にできる

ことで地域や社会と関わりたい」「子どものためにも、自分のためにも何かしたい」と

いう想いを社会の力に変えていく。それがCforCの取り組みです。

市民の想いを社会の力に変える
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Citizenship for Children（CforC）とは？

子どもたちをはじめ、誰もが孤立することなくwell-beingでいられる社会。そのような

社会を目指すとき、不可欠となるのが「市民性」だと考えています。

PIECESではこの市民性という概念を、「私たちの周りを豊かにできるのは、私たち自身

の力なんだと思えていること」だと捉えています。誰かや何かのことを想像し、関わり

を持つ中で、影響を与えたり与えられたりしていく。その積み重ねを通して、自分の手

元から小さく社会が変化していく実感が持てると、また誰かのために動こうと思うこと

ができ、自分自身の豊かさにもつながっていく。市民性が醸成されることで、そのよう

な循環が生まれていきます。

いま私たちの生きる社会では、様々な課題が複雑に絡み合っているため、多くの場合、

唯一無二の解決策はありません。それどころか、1つの解決策に臨む過程で、他のとこ

ろに歪みや綻びが生じることも起きています。だからこそ、誰かや何かに責任を求める

だけでなく、一人ひとりが生きる一瞬一瞬のなかで、自分たちの手元から社会に関わっ

ていこうと思えることが大切なはずです。

市民性を持ち、それを発揮していく過程では、いろんな立場の人の利害や正義、価値観

を受け止めていく必要があります。それは決して簡単なことではなく、葛藤や緊張が生

まれます。それでも、安易な正解探しに走らず、複雑さやあいまいさとともにあるこ

と。誰かや何かを一方的に切り捨てたり、自分とは違う価値観から目を背けることな

く、内省と対話を続けていくこと。それが市民として生きることなのではないかと。

一人ひとりの根源にある願いや欲求を源泉とし、私だけでもあなただけでもなく、私た

ちにとって大切なことは何かを想像し、行動する。市民性が醸成された社会では、その

ような営みが私たちの周りの至る所で生まれるのだと信じています。

私たちの考える「市民性」とは
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みつめるコース

CforC2021の全体像

今年度は新たな体制として、みつめる・

うけとる・はたらきかけるという市民性

発揮の3視点に沿ったコースで開催しまし

た。

講座＋ゼミ

7月から3か月間実施したみつめるコース。

『同じ志を持った仲間とともに、子どもに心

で応えるためのまなざしを学ぶ』ということ

に重きを置き、自分自身や子どもの感情、地

域や社会の出来事をありのままにみつめてい

くためのまなざしやマインドセットを探求

し、子どもと自分、地域のwell-beingを実現

するためのベースとなるエッセンスを学びま

した。

うけとるコース

リフレクション

みつめるコース修了後、『安心できる仲間と、

発見したり葛藤したりしながら、私らしい「優

しい間」を問い続ける』ことを学ぶ、うけとる

コース。みつめるコースの内容に加え、全4回

のリフレクションを通して、目の前の子どもの

感情や願いに目を向けると同時に、自分自身の

感情や願い、価値観にもじっくり向き合うプロ

セスを体験していきました。

はたらきかけるコース

講座＋ゼミ＋リフレクション

みつめるコース修了後、『わたしたちのうけ

とった違和感や想いを、形にすることで優しい

間のあふれる地域へ』と目指していく、はたら

きかけるコース。みつめる・うけとるコースの

内容に加え、実際に自分も子どもも生きる地域

で自分らしいアクションをしていくために、ま

ちの資源の活かし方やコミュニティづくりにつ

いて探求していきました。

アクションサポート

研修＋対話

うけとるコース、はたらきかけるコース修了

後、それぞれの地域の中で自分が実践したいア

イデアを具体的な形にするためのアクションサ

ポート。今期は、13人が新規プロジェクトの立

ち上げやアクションのさらなる探求に取り組ん

でいます。

2021年10月〜2022年1月

2021年7月〜9月 2022年2月〜2022年5月

参加者

4人

参加者

13人

参加者

30人

参加者

64人

2021年10月〜2022年1月



みつめるコースでは全3回の講座を行い、オンライン上で講師と

双方向に質疑応答や対話ができる時間を設けました。

そして、講座での知識から自分なりの「関わり方」を見つけてい

くために、月に一度ゼミを実施しました。実際に第３回目のゼミ

では、『自分らしい市民性のVisionを探る』ことを目標に、スト

レングスを探る視点についてのレクチャー、事例をストレングス

視点で実際に捉えなおすワーク、参加者同士で自分たちのストレ

ングスを考えるワークを行いました。

このゼミでのワークを通して参加者からは、「自分のストレング

スを発見してもらう喜びから、自分のことが前よりも好きになっ

た」「人との向き合い方の新しい視点を身につけられた」などの

感想が寄せられました。

また、講座やゼミでの学びをさらに深め、実践につなげていける

ように任意での自主ゼミも行いました。参加者同士で価値観や想

いを共有していくことで、地域を越えて同じ志を持った仲間とつ

ながることができました。

2021年7月

講師: 小澤いぶき　

認定NPO法人PIECES

代表理事／児童精神科医

参加者データ
みつめるコース（全66人）

活動報告: みつめるコース 講座3回 + ゼミ3回

講
座

ゼ
ミ チームビルディング

子どもの発達とこころのケア

講師: 山下仁子さん　

NPO法人ビーンズふくしま

子どもたちの”生きづらさ”に心を寄せる

講師: 神林俊一さん　

一般社団法人プレワーカーズ理事／

一般社団法人ジェイス理事

子どもへの”支援”を問い直す

8月

1 自己覚知2

9月

自分らしい市民性のVisionを探る3

18～24歳

25～34歳

35～44歳

45～54歳

55～64歳

65歳以上

年齢

20人

11人

13人

18人

1人

1人

職業

高校生・大学生・院生・専門学生

会社員

病院・学校・福祉施設スタッフ

その他

NPO・NGO職員

社団法人・財団法人

自営業・フリーランス

経営者・会社役員

地域活動・任意団体

行政・自治体職員

14人

11人

8人

6人

6人

5人

5人

4人

3人

2人
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みつめるコース修了後から始まったうけとるコース。このコースではリフ

レクションを中心におこないました。リフレクションとは、関わりを客観

的に振り返り、場面を再構成することで、相手の言動の背景にある考えや

願いを探求し、自分自身の大切にしたい思いや価値観に気づくことを目的

としています。特にPIECESの場合は、人と関わる際の違和感などを手掛か

りに、「自分が大切にしたいこと」を大切にできるようになることも目的

の一つに据えています。

具体的には、「プロセスレコード」（実際にあった、自分と子どもたちな

どとの関わりを客観的に振り返るためのワークシート）を使いながら、そ

の子どもの背景にはどんな感情や願いがあるのか、その時の自分の感情は

どうだったのか、自分の言動の背景にはどんな価値観があるのか、など問

いを投げかけて深めていきます。このプロセスを通して、目の前の一人に

丁寧に関わることだけでなく、自分の価値観も大切にしながら、互いに

とってより良い関わりかたをみつめることができるようになります。

実際に参加者からは、「自分を大切にすることで人に優しくなれた」「自

分自身との向き合い方をみつめなおし、自分自身にも優しくなれた」など

の感想が寄せられました。

また、今期はこれまでのリフレクションでの経験や知識をまとめたマニュ

アルを作成し、どんな人でも安全な場をつくり、効果的にリフレクション

を行える形を整えました。

活動報告: うけとるコース

今年度作成したリフレクションマニュ
アル。目的、場・問いのデザイン、感
情のラベルなど、リフレクションを進
めるにあたって必要な内容がまとめら
れています。

みつめるコース + リフレクション4回



はたらきかけるコースでは、みつめる・うけとるコースの内容に加

え、実際に自分も子どもも生きる地域で自分らしくアクションをし

ていくために、まちの資源の活かし方やコミュニティづくりについ

て探求していきました。

講座では、地域視点で講師の方との質疑応答や対話を通して学びを

深めていきました。ゼミでは、講座での知識から自分なりのアク

ションを起こすために、自分の資源性を再発見するワーク、自分の

住むまちの社会資源のリサーチやフィールドワーク、社会的処方の

アイデアを考えるワークショップなどを行いました。

実際に、第二回目ゼミの「地域の社会資源と市民性」では、少人数

のグループに分かれ、特定の地域の社会資源を調査しました。イン

ターネット上で情報を集めたり、知り合いに聴き取りを行ったり、

現地に調査に行くなどそれぞれの方法で社会資源の情報を集めまし

た。ゼミ当日はその集めた情報を使い、自分たちで作成した軸に

沿ってマッピングを行いました。子ども視点から、その社会資源は

どこに位置しているのかを俯瞰的にみつめたり、自分はどこに位置

しているのかをマッピングすることで、自分なりの地域や子どもへ

の関わりかたを探索していきました。

活動報告: はたらきかけるコース みつめるコース + うけとるコース + 講座3回 + ゼミ4回

2021年10月

講師: 西川正さん　

NPO法人ハンズオン埼玉

講
座

ゼ
ミ

描きたい間や地域を
探る

子どもの孤立を防ぐ、コミュニティのつくり方

講師: 田北雅裕さん　

九州大学大学院人間環境学研究院 

専任講師／認定NPO法人SOS子ども

の村JAPAN 理事

まちの風景から眺める、子どもの暮らしと市民性

講師: 安井飛鳥さん　

弁護士法人ソーシャルワーカーズ／

社会福祉士、精神保健福祉士、弁護士

／ちば子ども若者ネットワーク

子ども・若者にとっての“支援”を紐解く

11月

1 地域の社会資源
と市民性2

12月

子どもと自分自身の
間を創造する3 小さなことからでも、

市民性発揮の勇気を持つ4

実際のワークで参加者が作成したマップ。縦軸を参加者/利用者の年
齢が多様⇔均一、横軸をルールがしっかりある⇔ルールが緩いと決
め、マッピングをしました

1月

09

他の参加者が活動するフィールド
に足を運び、活動を共にしながら
学び合う機会も生まれました
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高校生・大学生・院生・専門学生

会社員

病院・学校・福祉施設スタッフ

自営業・フリーランス

その他

NPO・NGO職員

地域活動・任意団体

社団法人・財団法人

活動報告: うけとる・はたらきかけるコース／アクションサポート

今期も全コースオンラインでの開催となり、東京、愛

知、大阪、岡山、長崎、沖縄など日本各地に住む参加

者が、それぞれの地域で自分にとっても相手にとって

も「優しい間」をつくるための市民性を探求し、培っ

ていきました。そして、オンラインで生まれたつなが

りをきっかけに、参加者や修了生の運営している場に

相互に出向くなど、地域や年代を越えた深いつながり

が生まれています。

地域の枠を越えて学びあう

2022年2月
研
修 想いを掘り下げる

3月

1
ヒアリング＆
リサーチ2

4月

3
セーフガーディング
トラウマインフォームドケア 4

5月

プロジェクト実施！

対
話 プロジェクトを作っていくなかで、自分の考えを発酵させる場「間の発酵所」を毎月実施

参加者データ
うけ・はたコース（全34人）

18～24歳

25～34歳

35～44歳

45～54歳

55～64歳

65歳以上

年齢

11人

4人

7人

11人

0人

1人

職業

8人

6人

6人

4人

4人

3人

2人

1人

うけとる・はたらきかけるコース修了後、自分なりの

市民性を発揮した新たなアクションやプロジェクトを

形にしたり、既に取り組んでいるアクションやプロ

ジェクトをアップデートしていくために、必要な知識

や考え方を学ぶ、アクションサポート。これまでの

コースでは取り扱っていない内容の「研修」と、対話

を通じて内省と探求を深める「間の発酵所」を通じ

て、それぞれの優しい「間」をつくっていきます。こ

のコースを通じて、前年度までに各地に8つのプロ

ジェクトが生まれ、今期も新たに13名が新規プロジェ

クトの立ち上げや場のアップデートに取り組んでいま

す。

アクションサポート

協業先紹介
NPO法人セカンドリーグ茨城

地域の資源をつなげることで「協働型

社会」の実現を目指すNPO法人セカン

ドリーグ茨城と共同で、茨城エリア参

加者向けにCforCを展開。2021年は全

てオンラインでの開催となりました

が、プログラム外での参加者の基点の

場所にもなりました。

認定NPO法人Living in Peace

「機会の平等を通じた貧困削減」を目

指す認定NPO法人Living in Peace

（LIP）と共に、関西エリア参加者向

けにCforCを展開。2021年はLIPが運営

する子ども食堂「りっぷキッチン永和

町」での実践は叶いませんでしたが、

オンラインで共にCforCを運営してい

きました。

アクションサポートの概要
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修了生が各地で取り組むプロジェクト

自分らしい市民性について探求した修

了生が、日本各地で優しい間を紡いで

います。ここに紹介するプロジェクト

以外にも、日頃関わる人たちに一歩踏

み込んでみる人、偶然気になった子ど

もや大人がいたときに一歩を踏み出し

てみる人。様々なカタチで市民性が広

がってきています。

1
2 3

4
5

67

8

重症児（者）施設内に駄菓子屋と地域

の方が自由に利用できる場を併設。地

域の人が「自分のため」と感じる場を

つくる。

東京都多摩エリア

＋laugh（アンドラフ）

学校に行かない選択をしている子・学

校になじめない子が、ふらっと気軽に

寄れる居場所をお寺で開く。同お寺

で、てらこやという取り組みも実施。

茨城県水戸エリア

正安寺ふらっと

支援に繋がりづらい子ども、社会貢献

に関心がある市民との架け橋として、

助け合いの場の情報やコラムを載せた

「やさしましんぶん」を発行。

奈良県大和高田エリア

やまとたかだの「ヤサシ
マヤ」プロジェクト

子どもたちの溜まり場としてだけでは

なく、地域の人が交流できるスペース

として、雑貨を扱うショップやコー

ヒースタンド小屋を設置。

福岡県大野城エリア

tori

週2日で民家の一角に駄菓子屋をオー

プンさせる。駄菓子を買う子どもやそ

の場に居座る子どもなど、小学生が放

課後に集まる。

高知県朝倉エリア

だがしやふぃーか

地域の小中高校生を対象に、子どもの

「やりたい」を叶えるワークセッショ

ンやプレイバス（移動式あそび場）を

実施。常設の場も今年オープン。

茨城県県央〜県北エリア

まちのこ団

茨城県鉾田エリアにて、コンビニの一

角にボードゲームや本などを置き、居

場所を設置。子どもや地域の人がゆる

く繋がり、しんどい時に本音を出せる

場所をつくる。

茨城県鉾田エリア

こころコンビニ

気軽に声をかけあう地域の人（こぱ

ん）を増やすプロジェクト。夜19時ま

での居場所の提供や多目的に大人も場

に来る仕組みをつくる。

東京都世田谷エリア

こぱん

1

2

3

4

5

876
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「まだ遊ぶ！」と営業終了時間を

過ぎてもいようとする子がいた

時、なぜ帰りたくないのか、とい

うことを考えます。夕方の遊びの

時間が終われば、一般的に次は夕

食の時間です。そこで、なかなか

帰らない子に「家帰って誰かおる

ん？」と聞くと「だれもおらん」

とか「お兄ちゃんしかおらん」と

いう返答が返ってくることがあり

ます。共働きで帰ってくるのが遅

いとか。そんなときは、そうかそ

うかと言って、少し遊びつつ、一

緒に家まで送ったりします。気に

なる行動には、何かしらの理由が

ある、そんなことを実感します。

+laughがある商店街の近くには幼

稚園や保育園、小学校など子ども

が通う施設があります。駄菓子を

売るお手伝いをするのは、+laugh

に通う重症児・者の利用者さん。

駄菓子を買いにきた子どもたちと

も自然と交流が生まれます。

ある日、駄菓子を買いに来た近所

の子どもが「あれ何してるの？大

丈夫なの？」と、利用者さんの体

についた管を見て言いました。

「あれで栄養をとっているから大

丈夫だよ」と言うと、「ふーん、

そうなんだ」と言いました。こう

した日々の交流から、障害の有無

を超えた関係性が生まれるのかも

しれません。

息子の友人たちが連日遊びにくる

我が家。地域の人とも交流できる

ように、家の敷地内にコーヒース

タンド小屋を作ったり、マルシェ

を開催し始めました。

普段は子どもたちだけの我が家

も、地域の小物作家さんたちや地

域のママさんたちも集まり、夏に

は30人で花火もしました。地域に

さらに交流が生まれるように、子

ども食堂の開催やテイクアウトご

はんの販売などにもチャレンジし

ています。

＋laugh（アンドラフ）1 tori7 だがしやふぃーか8

プロジェクトで生まれた子どもに関するエピソード



CforC のプログラムを受ける前と受けた後で、参加者にどのような変化

があったのかを確かめるためにアンケート調査を実施しました。ここで

は、その分析結果をご紹介します。

13

学習効果

アンケート調査からみえる参加者の学び

プログラム参加者にアンケート調査を実施

学習効果について

すべてのカテゴリで、得点が向上していましたが、特に「知識理解」の

カテゴリで、有意差がみられました。講座やゼミを通して、子どもが孤

立する背景や発達段階ごとのケアのあり方など、基本的な知識理解が進

んでいたことが窺えます。

また、マインドセット（子どもとの関わり）においては、支援観の変化

について有意差がありました。ここから、子どもと関わる心構えまで身

についていたことがわかります。また、スキル・行動（市民性）の項目

においても、「自分の人生における「子どもに関わること」の意義を語

ることができ、自分の果たしたい役割を強く感じているという項目で有

意差がみられ、人生への影響も垣間見えました。

すべてのカテゴリで得点が向上していましたが、特に「マインドセット（市民性）」

「スキル・行動（市民性）」で有意差がみられました。うけとる・はたらきかける

コースまで進むことで、より深い理解が進み、価値観が変化し、市民性発揮できる状

態へと変化していました。

また、子どもとの関わりについても変化があり、スキル行動面では、有意差がみら

れ、マインドセットの面では、「こころで応える優しい関わり」や、「自分の感情と

の付き合い方」「チームで活動する」などの項目で有意差がみられました。市民性に

加え、子どもとの実際の関わり方も変化していっていることがわかります。

みつめるコース

うけとる・はたらきかけるコース

知識理解が進み、子どもとの関わり方や人生への影響がみえた

市民性の醸成が、スキル・行動、マインドセットで進む

知識理解 マインドセット
（市民性）

マインドセット
（子どもとの関わり）

スキル・行動
（市民性）

スキル・行動
（子どもとの関わり）

CforC では、子どもと関わるための「知識理解」「スキル・行動（市民

性）」「スキル・行動（子どもとの関わり）」「マインドセット（市民

性）」「マインドセット（子どもとの関わり）」を学びます。そこで、

それぞれどの程度学習が進んだかを確かめるために、プログラム開始前

と修了後で、同じ項目のアンケート（質問数 33）を実施し、ウィルコク

ソンの順位和検定で分析を行いました。

うけとる・はたらきかけるコース開始前と修了後比較
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Q. このプログラムに参加して、変化した自分の行動が
あれば教えてください。（複数回答）

プログラムを受けて子どもとの関わりでどのような変化があったのかを具体的に聞い

たところ、全参加者のうち 7割以上が「子どもの発言の背景を考えるようになった」

と回答し、子どもとの関わりに重要な想像力が培われていることがわかりました。

Q. プログラムに参加するようになって、子どもの様子
で変化したものがあれば教えてください。（複数回答）

子どもの様子が変化したかどうかについて聞いた項目では、「子どもから話しかけられる機会

が増えた」（全参加者のうち約44%）、「子どもから好きなことや得意なことについて話しを聞

く機会が増えた」（同 約37%）子どもとの関係性が変化したとの声が多く見られました。

参加者自身や周囲に生じた変化
参加者の具体的な変化

子どもや他者と関わる際に、言動
・行動の背景について深く考え、
想像しながら関わるようになった

74.0％

自分なりの子どもとの関
わりについて考えるよう
になった

81.4％

日常の中で子どもと
実際に関わる機会が
増えた

33.3％

職場や家庭、サークル活
動など、子どもとの関わ
り以外でのコミュニケー
ションが変化した

59.2％

これまで気がつかなかった子
どもや他者の姿に気づいた
り、言動・行動の捉え方に変
化が生じた

59.2％

子どもと関わる際の関わり
方（声の掛け方、距離感な
ど）を工夫するようになっ
た

55.5％

子どもから話しかけられる
機会が増えた

44.4％

自分以外の人や資源を紹
介して、新しいつながり
を生むことがあった

44.4％

子どもと一緒に時
間や体験を共有す
る時間が増えた

29.6％

子どもから家族や学校、友
達の話を聞く機会が増えた

18.5％

子どもから悩みや相談
を受ける機会が増えた

18.5％

子どもから好きなことや得意
なことについて話を聞く機会
が増えた

37.0％
続的な関わりをする子
どもとの出会いがあっ
た

25.9％



他者と自分の考え方・意見・経験について、「共

感」できる部分だけではなく、違いについて捉え

ながらも、違いの持っている願いに線を引くこと

なく関わり合おうとする「やさしい間」を、子ど

も以外の人に対しても大切にしながら関わること

で、自分自身もすごく安心・柔軟なコミュニケー

ションをできる感覚が育ちました。

これまで他者との違いに対して「違うのは寂しい

こと」として捉えていて、共感できる人に対して

自分が前のめりになってしまう感覚がありました

が、違いに目を向けることができるようになった

ことで、他者との関係性にいい意味で執着しなく

なったり、自分の中だけで持っている願いや核み

たいなものを信じることもできるようになった気

がします。

大学生・16～24歳

学校で相談員として働いているが、教員でも専門職でもない役割のため、

本当は関わりたいけど「相談室にくる子だけでいいや」というように関わ

る範囲を区切るようになっていた。

でも、プログラムを通して、自分の気持ちを大事にした方がいいと思うよ

うになった。

ヤングケアラーの子に会ったときに、「勉強どうなの？お父さんと相談し

て、自分の時間つくりな。3月までは自分の時間を優先しな」という突っ

込んだことも言えた。話を聞くこともだけど、助けたりサポートしたいの

で、こそこそやっていこうかな。

問題を掘り起こしたくないという気持ちもわかるけど、寄り添うこともし

たいと思った。程よい元の感じでやっていこうと思えた。

学校関係・45～54歳

プレーカーに来る人に対しても最初からwelcomeの気持ちじゃなかった。お母さんたちが

子どもをプレーリーダーに預ける、自分は汚れたくないという感じだった。それもわか

るが、優しい気持ちになれなかった。木工エリアはお母さんと一緒にやってと言ってい

るが、子どもだけでやっていて、お母さんに声かけしたり。ある日ナタを使っていた子

どもがいて、子どもに声をかけて教えていたら、お母さんが駆け寄ってきてくれた。プ

レーワーカーがいるとプロだと思ってそのままにしてしまうが、自分みたいなお母さん

がやっていると悪いと思うんだなと。だから、自分が手を貸せるなら貸せばいいし。

自分の中で、人に対するハードルが下がって、人をジャッジせず、自分が動けるように

なった。そのおかげで、違うことに気づけた。人に対しての先入観がなくなった。

NPO/NGO職員・45～54歳

15

専門性がなくても、自分がやってる居場
所や活動を肯定できるようになった。こ
のままでいいのかと苦しいところがあっ
たけど、観察するところに意味があると
思えた。一回自分のことを肯定して、ま
た新しい課題が見えた。すごく楽になっ
た感じがあった。
「自分が何をしているのか」の問いが少
し腑に落ちた。

地域活動/任意団体　45～54歳

参加者の声
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今期はこれまで参加ハードルとなっていたプログラムの開催期間に変更を加

えるなど、コースデザインを大幅に刷新しました。その効果もあり、プログ

ラムへの関心層（説明会申込者）は昨年比約1.5倍の229名、参加者は昨年比

約2倍の67名となり、いずれも大幅な増加につながりました。プログラム内

容についても、前年から続くコロナ禍でのニューノーマルに対応し、オンラ

イン環境下での効果的なコンテンツ作りや参加者同士で学習を深めるための

ツールキットの開発も進めることができました。

一方、運営面では、プログラム修了生がチューターとして運営側に参画する

といった循環や、本職で多様な知識やスキルを持った方々にプロボノとして

運営に協力いただく機会も増え、より持続可能かつ有機的な運営の形が生ま

れ始めています。

来期以降は、プログラムも本格的に普及・発展フェーズに差し掛かっていき

ます。しかし、PIECESだけではこのCforCの取り組みを広げていくことに限

界があることもまた事実です。今後は、各地の多様な活動主体とより一層

パートナーシップを築きながら活動の輪を広げていくための仕組みづくりに

取り組んでいきます。

子どもたちがより一層孤立化することが危惧される中、一朝一夕では地域に

おける「気づきの目」や「安心できるつながり先」は生まれません。だから

こそ、市民性の醸成を起点に、各地で当事者意識を持った市民の手によっ

て、子どもの健康やWell-beingを支えるための小さなアクションが生まれ続

けるための土壌を今後も作り続けていきたいと考えています。

今後に向けて
試行錯誤を重ねてきたCforCは、いよいよ普及・発展
フェーズへ！

登録は下記URLかQRコードにアクセス！

https://www.citizenship-for-children.org/

CforC2022は7月からプログラム開始予定

※詳細やお問い合わせについては、CforCのWEBサイト 

(https://www.citizenship-for-children.org/) をご覧ください。

 CforCプログラムをあなたの地域でも実施しませんか？

CforCプログラムで開発されたツールやコンテンツを使用する

プログラムの一部を自団体に取り入れて実施したいというニーズにお応

えするために、学習キットなどをお渡ししています。

導入実践例：一般社団法人We are Buddies

これまで、全国各地で500名以上の方々に届けてきたCforCプログラム。その多

くは、各地で子どもに関わる取り組みを直接的・間接的に取り組む団体や大学

との協働で実施しています。3〜6ヶ月間のまとまったパッケージをそのまま地

域で実施することも可能ですし、各地域や団体に合わせてカスタマイズしてお

届けすることも可能です。まずはお気軽にご相談お待ちしております！

地域や団体のニーズに合わせて研修やワークを実施する

CforCプログラムを団体内部向けに実施したり、地域や団体のニーズに合

わせてカスタマイズして実施することも可能です。

導入実践例：NPO法人SOMA、NPO法人ピッコラーレ

CforCプログラムを自分の地域で実施する

あなたの地域でプログラムを実施し、地域で活動する市民を増やしま

す。実施は、PIECESと協働という形で、一部役割を分担しながら実施し

ます。協働の形は相談しながら決定します。

導入実践例：CforCプログラム in 水戸、CforCプログラム in 奈良

CforCプログラムに法人スポンサーとして協賛する

子どもが安心して豊かに生きられるWell-beingな社会の実現に向けて、

プログラムへのご協賛を受け付けています。金額や頻度など柔軟に対応

してますので、お気軽にご連絡ください。

寄付・助成実績：株式会社大和証券グループ本社、

ゴールドマン・サックス、CBグループマネジメント株式会社　など
CforC2022のプログラムは、5月中旬頃から募集開始、7月からプログラム

開始予定です。プログラムに参加予定の方、また関心をお持ちの方は是非

CforCのメルマガにご登録ください。募集に関する情報等をお届けします。

1

2

3

4

https://www.citizenship-for-children.org/
https://www.citizenship-for-children.org/


・CBグループマネジメント株式会社

・公益財団法人パブリックリソース財団「匿名基金A」

・日本ユニシスグループ社会貢献クラブ「ユニハート」

・2021年度日本郵便年賀寄付金助成

Special Thanks

法人や団体のみなさまからご寄付や助成金をいただくこと

で、子どもが孤立しない地域をつくる市民性醸成プログラム

「CforC」の参加者は全国に広がり始めています。本当にあり

がとうございます。これからも、さまざまな形でパートナー

シップを育みながら、活動を発展させていたければと思って

いますので、引き続きの応援よろしくお願いします。

CforC2021の活動に寄付・助成をいただいた
企業・財団（敬称略）

CforCプログラムの運営は、PIECESメイト

（毎月の継続寄付者）によって支えられ

ています。PIECESメイトの広がりによっ

てCforCプログラムの累計参加人数は、今

年500人を超えました。今期もたくさんの

応援をありがとうございます！

プログラムの広がり

CforC2021の運営メンバー紹介

斎典道 くりのさやか

別府拓也

佐藤麻衣 酒井美佳 小山恵

塚本柚果

中島巳歌

PIECESメイト (2022年2月末時点)：453人

プログラム累計参加人数

2016 2017 2018 2019 2020 2021

20
44

169

278

448

514

青木翔子

米田直子 直井昌士 森井奈津子 影近卓大
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